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言己
録
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中
国
の
水
問
題
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る

の
で
、
本
題
の
中
国
の
水
問
題
を
語
る
前
に
、

ま
ず
は
人
類
と
水
資
源
に
つ
い
て
基
本
編
か
ら

述
べ
て
み
た
い
。

一■
■
理
●
―
‥
■

日
本
に
暮
ら
し
て
い
る
と
実
感
が
な
い
が
、

世
界
は
深
刻
な
水
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
人

口
増
加
と
経
済
発
展
で
水
不
足
が
加
速
度
的
に

進
行
し
て
お
り
、
国
連
の
将
来
予
想
で
は
、
世

界
人
ロ
ー
０
０
億
人

（
２
０
５
０
年
）
の
う
ち

４０
億
人
が
水

ス
ト
レ
ス

（十
分
に
使
え
な
い
状

態
）
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
。

１
９
６
１
年
ソ
ビ
エ
ト
の
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐

が
、
人
類
で
初
め
て
宇
宙
空
間
か
ら
地
球
を
見

中
国
の
水
問
題
を
考
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
バ
ン
　
代
表
　
士
Ｒ
村

　
和
蝋
既

た
時
に

「地
球
は
青
か

っ
た
」
と
有
名
な
言
葉

を
残
し
、
そ
れ
以
来
人
々
は

「地
球
は
水
の
惑

星
」
と
思
い
込
ん
で
き
た
が
、
そ
れ
は
大
き
な

間
違
い
で
あ

っ
た
。

地
球
上
に
あ
る
水
は
海
水
が
９７

ｏ
５
％
、
淡

水
が
２

ｏ
５
％
で
あ
る
が
、
淡
水
の
８
割
は
氷

河
、
氷
山
や
地
下
水
で
固
定
さ
れ
、
我
々
が
直

接
使
え
る
淡
水
資
源
は
水
資
源
全
体
の
Ｏ

・
０１

％
し
か
な
い
。
そ
の
Ｏ

ｏ
０１
％
の
水
を
７０
億
人

の
人
間
が
分
か
ち
合

っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
地
球
上
か
ら
水
が
な
く
な

っ
た
訳
で

は
な
い
。
太
古
の
昔
か
ら
地
球
上
の
水
資
源
の

総
量
は
同
じ
だ
が
、
存
在
す
る
場
所

（海
、

陸
、
地
下
、
空
気
中

〔水
蒸
気
し
、
存
在
す
る

形

（団
体
、
液
体
、
気
体
）
が
従
来
環
境
と
大

き
く
異
な
り
、
水
資
源
の
偏
在
が
極
端
に
な

っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
必
要
な
時
、
必
要

な
場
所
で
必
要
な
水
量
、
必
要
な
水
質
を
確
保

で
き
な
く
な

っ
て
い
る
の
が
世
界
の
水
問
題
で

あ
る
。

・
人
口
増
加
率
と
水
資
源

過
去
１
０
０
年
間
の
人
口
増
加
率
と
水
需
要

を
比
較
す
る
と
、
水
需
要
の
増
加
率
は
人
口
増

加
率
の
２
倍
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
口
が
増
加
す

る
と
２
倍
の
水
需
要
が
発
生
す
る
、
現
在
で
も

不
足
し
て
い
る
水
資
源
だ
が
、
２
０
５
０
年
に

は
、
水
が
絶
対
的
に
不
足
す
る
。
特
に
人
口
増

加
と
経
済
発
展
が
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、

水
不
足
が
深
刻
と
な
る
。

現
在
世
界
の
水
資
源
の
約
５
割
を
ア
ジ
ア
諸

国
が
消
費
し
て
い
る
が
、
２
０
２
５
年
に
は
世

界
の
水
資
源
の
７
割
以
上
を
消
費
す
る
も
の
と
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み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
経
済
発
展
の
他

に
、
生
活
文
化
の
向
上
に
従
い
、
個
人
個
人
の

水
の
需
要
が
倍
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
入
浴
回

数
の
増
加
、
水
洗
ト
イ
レ
の
普
及
、
庭

へ
の
散

水
な
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
中
国
科
学
院
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
中
国
都
市
部
の
住
民
で
自
宅
に
風

呂
が
な
い
世
帯
割
合
が
３９
％
、
ま
た
自
宅
に
風

呂
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
入
浴
頻
度
は
、
週
に
２

～
３
回
で
あ
り
、
収
入
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
入

浴
回
数
が
増
え
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

・
世
界
で
頻
発
す
る
水
争
い

人
間
に
必
ず
必
要
な
も
の
が
不
足
す
る
と
、

そ
こ
に
紛
争
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ず
る
の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
る
。

フ
フ
イ
バ
ル
の
語
源
は
リ

バ
ー
」
で
あ
り
、
人
間
の
最
初
の
争
い
は
川
の

水
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ

っ
た
。

世
界
に
は
約
２
７
０
の
国
際
河
川
が
あ
り
、

そ
の
流
域
で
は
水
争
い
が
頻
発
し
て
い
る
。

ョ

ル
ダ
ン
川

（イ
ス
ラ
エ
ル
、　
ヨ
ル
ダ
ン
、　
レ
バ

ノ
ン
）
、
ナ
イ
ル
川

（
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、

エ
チ
オ
ピ
ア
）
、
チ
グ
リ
ス

・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス

川

（
ト
ル
コ
、

シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
）
、
メ
コ
ン

川

（中
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
）
な
ど
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。

２７
カ
国
が
加
盟
す
る
欧
州
委
員
会
に
お
い
て

も
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
欧
州
各
国
は
、
現
在

よ
り
水
使
用
量
を
４０
％
削
減
す
べ
き
だ
と
提
言

し
、
具
体
的
に
ド
ナ
ウ
川
、
ラ
イ
ン
川
な
ど
欧

州
内
の
国
際
河
川
を
巡
り
、
各
国
の
取
水
量
や

廃
水
の
排
出
基
準
を
国
別
に
定
め
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
各
国
の
反
対
に
よ
り
頓
挫
し
て
い
る
。

五
大
湖
を
巡
る
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
水
争

い
も
激
化
し
て
い
る
。
五
大
湖
は
、
世
界
の
淡

水
資
源
の
５
分
の
１
を
保
有
す
る
世
界
最
大
級

の
水
ガ
メ
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
カ

ナ
ダ
の
国
境
で
も
あ
る
。
１
９
０
０
年
代
か
ら

の
自
動
車
産
業
、
化
学
産
業
の
発
達
、
人
口
の

集
中
に
よ
リ
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
の
水
質
汚
染
が

ひ
ど
く
、
カ
ナ
ダ
は
常
に
抗
議
し
て
い
た
が
、

最
近
で
は
カ
ナ
ダ
が
五
大
湖
近
く
の
地
下
水
を

大
量
に
汲
み
上
げ
油
田
層
や
、
褐
炭
層

（ガ
ス

回
収
）
に
注
入
す
る
な
ど
、
今
度
は
米
国
が
強

く
抗
議
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
五
大
湖

の
水
位
低
下
は

年
々
激
し
く
な

っ
て
お
り
、
５０
年
代
と
比
べ
る

と
水
位
は
３

ｏ
５
フ
ィ
ー
ト

（約

１
メ
ー
ト

ル
）
低
下
、
ま
た
水
温
も
２

ｏ
５
度
上
昇
し
、

も
ち
ろ
ん
水
質
も
悪
化
し
て
い
る
。

・
大
国
の
水
問
題

領
土
が
広
い
大
国
で
も
水
不
足
に
直
面
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

―
善 隣

干ばつ
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な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

世
界
の
穀
物
市
場
を
支
え
て
い
る
ア
メ
リ
カ

の
水
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
オ
ガ
ラ
ラ
滞
水
層

（
日
本
の
国
土
面
積
の
ｌ

ｏ
２
倍
、
８
州
に
ま

た
が
る
地
下
水
層
）
が
枯
渇
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
、
こ
の
地
域
の
年
間
降
雨
量
は
５
０
０

ミ
リ

（
日
本
は
平
均
１
８
０
０
ミ
リ
）
に
過
ぎ

ず
、
そ
れ
が
長
い
年
月
を
か
け
て
地
下
に
貯
留

さ
れ
た
化
石
水
を
、
巨
大
な
ポ
ン
プ
で
く
み
上

げ
、
大
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
灌
漑
し
て
農
作

物
を
栽
培
し
て
い
る
。
そ
の
農
産
物
を
海
外
に

輸
出
し
て
外
貨
を
稼
い
で
い
る
の
が
農
業
国

・

ァ
メ
リ
カ
の
本
当
の
姿
な
の
で
あ
る
。

水
が
な
け
れ
ば
外
貨
が
稼
げ
な
い
、

つ
ま
り

水
資
源
問
題
が
国
家
財
政
と
直
結
し
て
お
り
、

オ
バ
マ
政
権
は
、
水
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
・
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
水
問
題
解
決
に
力
を
注
い
で

い
る
。
南
部
地
域
の
フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
、
地
下

水
が
枯
渇
す
る
と
と
も
に
塩
水
化
し
、
大
型
の

海
水
淡
水
化
設
備
で
海
水
を
真
水
に
代
え
、
飲

料
水
や
農
業
用
水
に
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
も
、

コ
ロ
ラ
ド
川
の
水
量

が
激
減
し
た
た
め
、
海
水
淡
水
化
や
下
水
処
理

水
の
再
利
用
水
で
葡
萄
畑
や
農
業
用
水
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
大
型
の
海
水
淡
水
化
計

画
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
雨
水
の
回
収
や
下
水

処
理
水
の
活
用
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
は

同
国
最
大
の
河
川
で
あ
る
ダ
ー
リ
ン
・
マ
レ
ー

河

（同
国
大
陸

の
１
／
７
の
流
域
面
積
を
占

有
、
世
界
７
番
目
の
大
河
）
の
枯
渇
で
あ
る
。

申
国
の
水
潤
題

一，
・　
　
・， 一
　
　
一一一

中
国
の
水
問
題
は
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
。

本
年
２
月
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の

「
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
―

中
国
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

を

つ
か
め
」
で
筆
者
は
ス
タ
ジ
オ
ゲ
ス
ト
と
し

て
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。
中
国
は
世
界
人
口
の

約
２０
％
を
占
め
る
が
、
そ
の
水
資
源
は
世
界
の

５
％
し
か
な
い
。

こ
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
水
資
源
が
不
足
の
上

に
、
急
激
な
経
済
発
展
に
よ
り
水
質
汚
濁
が
加

速
度
的
に
進
行
し
、
中
国
７
大
河
川
の
８
割
以

上
が
飲
用
不
適
で
あ
り
、
地
下
水
も
農
薬
や
重

金
属
汚
染
に
よ
り
浅
層
地
下
水
は
既
に
飲
用
不

適
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
河
川
水
の
過
剰
取
水
に
よ
り
断
流

（川

の
水
が
海
ま
で
到
達
し
な
い
で
消
え
る
）
も
頻

発
し
て
い
る
。
２
０
０
９
年
に
筆
者
が
上
梓
し

た

『
水
ビ
ジ
ネ
ス
　
ー
ー
０
兆
円
水
市
場
の
攻

防
』
（角
川
書
店
発
行
）
で
中
国
の
水
問
題
を

取
り
上
げ
、
「黄
河
文
明
で
繁
栄
し
た
中
国
は
、

水
で
滅
亡
す
る
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、
関
係
筋

か
ら

「中
国
の
悪
口
を
書
く
な
、
東
京
湾
に
浮

か
ぶ
ぞ
」
と
脅
か
さ
れ
た
が
、
今
で
は
中
国
の

水
不
足
、
水
質
汚
染
の
深
刻
さ
は
世
界
中

の

人
々
が
知
る
こ
と
と
な
り
、
筆
者
は
ま
だ
、
東

京
湾
に
浮
か
ん
で
い
な
い
。

・
中
国
の
水
資
源
の
実
態

中
国
の

「
水
資
源
広
報
２
０
０
９
年
版
」
に

よ
る
と
、
２
０
０
９
年

（平
成
２‐
年
）
の
水
資

源
量
は
約
２

・
４
兆
３ｍ
と
さ
れ
て
お
り
、
年
間

一
人
当
た
り
の
水
資
源
量
に
す
る
と
約
１
８
０

０
３ｍ
と
な
る
。
こ
れ
は
世
界
平
均
の
１
／
５
程

度
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
中
国
北
部
の
華
北
地

域

（北
京
市
、
天
津
市
、
河
北
省
、
山
東
省
）

で
は
、　
一
人
当
た
り
の
水
資
源
量
は
約
４
０
０

ぷ
と
世
界
平
均
の
５
％
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
経
済
と
農
業
の
中
心
地
に
水
資
源
が

少
な
い
。
こ
の
状
態
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
中

国
政
府
は
降
水
量
の
多
い
南
部
地
域
か
ら
北
部

に
水
を
移
送
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

が

「
南
水
北
調
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。

長
江
上
流
か
ら
取
水
し
黄
河
上
流
に
分
水
す

る
西
ル
ー
ト

（建
設
検
討
中
、
導
水
量
約
２
０

０
億
３ｍ
）
ヽ
長
江
中
流
の
支
流
か
ら
取
水
し
北

京
市
、
天
津
市
に
送
水
す
る
中
央
ル
ー
ト

（
２

０
０
３
年
着
工
、
導
水
量
約
１
４
０
億
３ｍ
）
ヽ

長
江
下
流
か
ら
取
水
し
河
北
省
、
山
東
省
に
送

水
す
る
東
ル
ー
ト

（
２
０
０
２
年
着
工
、
導
水

善  隣
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隣善

量
約
１
５
０
億
３ｍ
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

建
設
を
急
い
で
い
た
中
央
ル
ー
ト
は
２
０
１

０
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
た
が
、
難
工
事
の

た
め
に
そ
の
完
成
が
２
０
１
４
年
に
ず
れ
込
む

こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
北
京
市
の
水
資
源
を
取

り
巻
く
状
況
は

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

ま
た
近
年
で
は
導
水
し
て
く
る
長
江
の
水
質

汚
染
が
激
し
く
、
仮
に
中
央
ル
ー
ト
が
完
成
し

て
も
北
京
市
に
は
、
農
薬
と
重
金
属
が
含
ま
れ

た
汚
染
水
が
流
入
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
８
年
に
カ
ナ
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
が

「
北
京
は
水
不
足
で
１０
年
以
内
に
消
滅
す
る
」

と
の
報
告
書
を
出
し
た
時
に
、
中
国
科
学
院
は

水
不
足
が
か
な
り
深
刻
な
こ
と
は
認
め

つ
つ

も
、
「
我
々
は
、

こ
の
問
題
解
決
に
は
南
水
北

調
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
、
下
水
処
理
水

の
再
利

用
、
節
水
思
想
の
普
及
で
解
決
可
能
で
あ
る
」

と
反
論
し
た
が
、
近
年
益
々
、
水
不
足
と
水
質

汚
染
が
顕
著
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
る
。

・
ネ
ッ
ト
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
水
問
題

ネ

ッ
ト
社
会
に
突
入
し
た
中
国
で
は
、
各
地

の
汚
染
の
実
態
が
生
々
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
ネ

ッ
ト
上
で
あ
る
か
ら
誇
張

さ
れ
た
も
の
や
信
憑
性
が
低
い
も
の
ま
で
あ
る

水のある時の同地点の風光 (新華社)
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善

と
思
う
が
、
先
進
国
で
は
あ
り
え
な
い
水
に
関

す
る
実
態
が
浮
き
上
が

っ
て
い
る
。

・
水
道
の
蛇
日
か
ら

「黄
色
い
汚
水
」
噴
出
…

養
豚
場
の
糞
尿
が
混
ざ
る
＝
重
慶
（■
／
０６
／
２３
）

。
大
都
市
の
６０
％
の
水
道
に
問
題

（不
純
物
、

ミ
ミ
ズ
混
入
）
＝
中
国
メ
デ
ィ
ァ
（狙
／
０５
／
‐５
）

水
道
管
か
ら
赤
虫
や
ミ
ミ
ズ
が
出
る
苦
情
、

月
１０
件
以
上
＝
広
州

　

　

（狙
／
０６
／
‐５
）

欠
陥
道
路
を
４
年
も
放
置
、
排
水

で
き
ず

「
汚
泥
だ
め
」
状
態
＝
北
京

（狙
／
ｏ７
／
２２
）

下
水
で
爆
発
、
道
路
２
０
０

ｍ
で
マ
ン
ホ
ー

ル
の
ふ
た
十
数
個
吹
き
飛
ぶ
＝
湖
南

（狙
／
０６
／
‐７
）

・
成
都
市
の
バ
ス

「
異
臭
が
し
て
も
、
窓
か
ら

逃
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
掲
示
（Ｗ
／
Ｈ
／
２２
）

ｏ
下
水
管
が
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り

〃爆

裂
〃
、
線
路
も
陥
没
＝
中
国

（狙
／
ｏ２
／
‐７
）

・
マ
ン
ホ
ー
ル
爆
発

¨
は
ね
と
ぶ
鉄

ふ
た

・
降
り
注
ぐ
汚
水
＝
南
京

（狙
／
０２
／
０７
）

・
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
爆
発
、
汚
物
ぶ

ち
ま
け
逃
走

¨
屎
尿
泥
棒
の
疑
い

濃
厚
＝
中
国

　

（■
／
０２
／
０８
）

・
下
水
管
爆
裂

¨
修
理
責
任
な
す
り

あ
い
、
〃悪
臭

２４
時
間
体
制
″
＝
海

南
　
　
　
　
　
（狙
／
ｏ３
／
０３
）

下
水
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
爆
発
事

故
が
目
に
つ
く
が
、
こ
れ
は
下
水
が

管
内
に
溜
ま
り
汚
物
か
ら
メ
タ
ン
ガ

ス
が
大
量
に
発
生
し
、
引
火
し
た
も

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
で
、
上
記
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
入
れ
、

記
事
を
探
し
て
欲
し

い
。

・
ボ
ト
ル
水
、
半
数
が
偽
物

２
０
０
９
年
７
月
、
『
京
華
時
報
』
と
い
う

新
聞
が

「北
京
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ボ
ト

ル
水
、
半
分
以
上
が
偽
物
」
と
報
じ
た
。
中
国

で
は
直
接
水
道
水
を
飲
め
な
い
た
め
大
型
の
ボ

ト
ル
水
を
給
水
器

に
取
り
付
け
、
家
庭
や
オ

フ
ィ
ス
で
利
用
し
て
い
る
。

同
紙
に
よ
る
と
２
０
０
６
年
の
統
計
で
大
型

ボ
ト
ル
水
の
販
売
量
は
約
１
億
本
、
し
か
し
実

際
の
流
通
量
は
２
億
本
を
超
え
て
お
り
、
そ
の

半
分
は
直
接
飲
め
な
い
水
道
水
を
入
れ
た
り
、

1筆奮|

―
t

高層住宅に住めば景色はいいが、水が来ない。助けてくれ !
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有
名
銘
柄
を
偽
装
し
た
偽
物
と
み
ら
れ
る
と
い

う
。
今
年
の
７
月
北
京
市
工
商
局
は
ボ
ト
ル
水

の
品
質
結
果
を
発
表
し
た
。
「
調
べ
た
商
品
３‐

種
か
ら
、
規
定
を
超
え
た
細
菌
が
検
出
さ
れ
、

最
大
で
基
準
の
９
千
倍
の
細
菌
数
が
確
認
、
そ

れ
ら
の
商
品
は
発
売
禁
止
処
分
に
し
た
」
と
。

筆
者
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
中
国
の
有
名
大
学

の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
コ
ロ
村

先
生
、
北
京
市
内
の
有
名
ホ
テ
ル
に
は
ボ
ト
ル

水
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
飲
み
な
さ

い
。
し
か
し
安
心
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
ず
ボ

ト
ル
水
を
逆
さ
に
し
て
水
が
漏
れ
て
こ
な
い
か

確
か
め
な
さ
い
。
偽
物
ボ
ト
ル
水
は
シ
ー
ル
が

甘
い
の
で
漏
れ
て
く
る
場
合
が
多
い
」
と
。

さ
ら
に
町
で
売
ら
れ
て
い
る
外
国
産
有
名
ブ

ラ
ン
ド
の
ボ
ト
ル
水

（
エ
ビ
ア
ン
、
ボ
ル
ビ
ッ

ク
等
）
で
価
格
の
安
い
の
は
気
を

つ
け
な
さ
い

（有
名
ブ
ラ
ン
ド
は
１５
～
２０
元
、
国
内
ブ
ラ
ン

ド
は
５
か
ら
８
元
）
こ
れ
は
市
内
か
ら
出
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
中
か
ら
有
名
外
国
産
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を
回
収
し
て
水
道
水
を
詰

め
販
売
し
て
い
る
業
者
が
い
る
と
の
こ
と
。
ま

さ
に
水
商
売
の
極
意
で
あ
る
。

・
中
国
政
府
、
国
を
挙
げ
て
水
問
題
解
決
に

上
記
の
よ
う
な
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
中
国
政
府
は
国
を
挙
げ
て
、
そ
の
対
策
に

取
り
組
み
は
じ
め
た
。
本
年
７
月
に
中
国
史
上

最
高
レ
ベ
ル
の
水
に
関
す
る
会
議
が
開
か
れ
、

席
上
、
胡
錦
濤
主
席
と
温
家
宝
首
相
を
含
む
中

央
指
導
者
は
節
水
型
社
会
の
実
現

（都
市
部
や

工
業
地
域
で
の
節
水
の
促
進
、
高
効
率
な
水
資

源
の
利
用

・
活
用
、
水
資
源
教
育
な
ど
）
を
国

民
に
強
く
呼
び
か
け
た
。
具
体
的
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
項
目
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

１
、
中
国
は
水
資
源
不
足
国
家
で
あ
る
と
の

認
識
を
…
…

２
０
０
９
年
国
家
発
展
改
革
委
員
会
は

「
中

国
水
資
源
お
よ
び
水
価
格
の
現
状
調
査
研
究
報

告
書
」
を
発
表
、
そ
の
報
告
書
で
は
２
０
０
０

年
か
ら
２
０
０
９
年
の

一
人
当
た
り
の
平
均
水

資
源
量
は
２
１
６
０
ト
ン
で
、
利
用
不
可
能
な

淡
水
資
源
を
引
く
と
、
利
用
可
能
な

一
人
当
た

り
の
平
均
淡
水
資
源
は
、
わ
ず
か
９
０
０
ト

ン
。
（前
述
の
水
資
源
広
報
で
は
、　
一
人
当
た

り
１
８
０
０
ト
ン
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
違

い
は
組
織
に
よ
り
別
々
の
概
念
で
算
出
さ
れ
て

い
る
た
め
）

さ
ら
に
現
在
、
全
国
の
年
間
水
不
足
量
は
約

４
０
０
億
ト
ン
で
６
５
５
の
都
市
中
、
４
０
０

の
都
市
は
水
不
足

（毎
日
断
水
す
る
）
、

こ
の

う
ち
１
１
０
都
市
は
深
刻
な
状
態

（断
水
と
飲

料
不
適
）
に
な

っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

２
、
水
質
汚
染
防
止
を
最
優
先
課
題
に
…
…

経
済
成
長
が
水
質
汚
染
を
加
速
し
て
い
る
た

め
、
慢
性
的
な
水
不
足
以
上
に
水
質
汚
染
は
加

速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
。
全
国
の
都
市
の
地

下
水
が
汚
染
さ
れ
、
点
か
ら
面

へ
と
汚
染
が
広

が

っ
て
い
る
。
こ
の
汚
染
は
中
国
が
進
め
る
持

続
可
能
な
発
展
戦
略

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
農
村
や
都
市
住
民
の
安
全
な
飲
料
水
に
も

多
大
な
脅
威
を
与
え
て
い
る
と
報
告
書
は
指
摘

し
て
い
る
。

国
家
環
境
保
護
部
の
調
べ
で
は
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
２
０
０
カ
所
の
主
要
河
川
や
湖

沼
で
富
栄
養
化
問
題

（
ア
オ
コ
等
の
発
生
）
が

突
出
し
て
お
り
、
２８
の
重
点
湖
沼
中
、
飲
料
に

適
す
る
湖
沼
は
４
カ
所
の
み
で
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
が
劣
５
類

（国
家
水
質
基
準
で
汚
染
度
が
最

も
高
く
利
用
不
能
）
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
汚

染
の
主
役
は
工
場
廃
水
や
生
活
廃
水
で
あ
り
、

特
に
経
済
発
展
を
支
え
て
い
る
工
業
団
地
や
大

企
業
か
ら
の
廃
水
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

河
南
省
の
あ
る
村
は

「
ガ
ン
の
村
」
と
し
て

知
ら
れ
、
過
去
ｌｏ
年
以
上
に
渡

っ
て
新
兵
募
集

の
体
格
検
査
で
合
格
し
た
若
者
は

一
人
も
い
な

い
。
ま
た
新
生
児
に
先
天
性
奇
形
異
常
児
が
多

く
、
村
人
も
ガ
ン
で
死
ぬ
率
が
高
い
な
ど
、
中

国
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

善  隣
―
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３
、
水
資
源
の
浪
費
を
防
げ
…
…

水
資
源
の
浪
費
に
つ
い
て
は
特
に
都
市
住
民

の
浪
費
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
南
部
の
広
州

市
の

一
人
当
た
り
の
平
均
生
活
用
水
量
は
、
全

国
都
市
平
均
レ
ベ
ル
の
３
倍
で
、
北
京
市
の
２

倍
、
パ
リ
市
の
３
倍
、
米
国
平
均
の
４

ｏ
６
倍

に
達
し
て
い
る
。
ま
た
水
道
施
設
の
漏
水
率
も

２０
～
３０
％
以
上
あ
り
、
こ
れ
に
盗
水
も
加
わ

っ

て
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

水
資
源
の
大
部
分
を
占
め
る
農
業
用
水
の
利

用
係
数
は
わ
ず
か
ｏ

・
４
で
効
率
が
悪
く
先
進

国
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
ま
た
工
業
用
水
再
利

用
率
は
５５
％
程
度
で
あ
り
、
先
進
国
平
均
レ
ベ

ル
の
８５
％
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
。

報
告
書
は
こ
の
３
点
は
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
で
い
る
。

中
国
政
府
は
水
資
源
の
確
保
に
手
を
こ
ま
ね

い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
第
Ｈ
次
５
カ
年
計
画

（
２
０
０
６
～
２
０
１
１
年
）

で
は
１
兆
元
を

投
入
し
、
水
源
の
開
発
、
水
質
汚
染
の
防
止
、

上
下
水
道
の
整
備
を
行

っ
た
が
、
急
激
な
る
経

済
の
発
展
に
よ
り
、
さ
ら
に
水
不
足
と
水
質
汚

染
が
深
刻
と
な

っ
た
、
ま
さ
に

「
焼
け
石
に

水
」
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
本
年
１
月
、
中
国
政

府
は
第
１２
次
５
カ
年
計
画
で
４
兆
元

（
日
本
円

で
５０
兆
円
）
を
投
資
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

今
度
は

「背
水
の
陣
」
で
臨
ん
で
い
る
。

（本
稿
は
７
月
１
日
に
本
協
会
で
行
わ
れ
た
講

演
を
も
と
に
、
講
師
自
身
が
要
旨
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
）

講
師
略
歴

（
よ
し
む
ら
　
か
ず
な
り
）

１
９
７
２
年

（株
）
荏
原
イ
ン
フ
イ
ル
コ

入
社

（営
業
、
企
画
、
技
術
開
発
）
。

１
９

９
４
年

（株
）
荏
原
製
作
所
本
社
経
営
企
画

部
長
。

２
０
０
５
年
グ

ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー

タ

・
ジ
ャ
パ
ン
設
立
。
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
麻
布
大
学
客
員
教
授
。
日
本
を

代
表
す
る
水
環
境
問
題
の
専
門
家
の

一
人
。

著
作
、
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
を
通
じ
て
水
問
題

を
解
説
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
水
の
安
全

保
障
戦
略
機
構

・
技
術
普
及
委
員
長
、
経
済

産
業
省

「
水
ビ
ジ
ネ
ス
国
際
展
開
研
究
会
」

の
委
員
も
務
め
て
い
る
。

著
書

「水
ビ
ジ
ネ
ス
　
ー
ー
０
兆
円
水
市
場

の
攻
防
」
角
川
書
店
／
「
日
本
人
が
知
ら
な
い

巨
大
市
場
　
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
む
」
技
術
評

論
社
／
「
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
潮
流
」
環
境
新
聞

社
／
「
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
ら
な
い
た
め
に
」

時
事
通
信
社

（共
著
）
／
「
海
外
に
お
け
る
水

ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
」
Ｎ
Ｔ
Ｓ
出
版

（共
著
）

／
「グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
レ
ビ

ュ
ー
」

環
境
新
聞
社

（
共
著
）
／

フ
一
ッ
ポ
ン
の
水
戦
略
」
東
洋
経
済
新
報
社

共
同
監
修
…
…
そ
の
他
著
書
多
数

一菫
｝
水
で
は
広
東
も
大
変

中
国
の
水
不
足
と
い
え
ば
、
ま
ず
華
北
の

こ
と
と
い
う
の
が
常
識
だ
が
、
実
は
南
の
広

東
で
も
深
刻
だ
。
地
元
紙

『
南
方
都
市
報
』

に
よ
れ
ば
８
月
１９
日
に
省
の
最
高
幹
部
が
出

席
し
て

「全
省
水
利
工
作
会
議
」
が
開
か
れ
、

席
上
、
広
東
省
の
ト
ッ
プ
、
江
洋
共
産
党
委

書
記
は
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。

「
人
が
多
く
て
水
が
少
な
い
、
水
資
源
の

分
布
が
不
均
衡
、
日
照
り
と
洪
水
、
水
質
汚

染
、
水
土
流
出
…
…
、
広
東
の
水
事
情
は
発

展
を
妨
げ
る
特
大
の
要
素
で
あ
り
、
身
中
の

大
患
で
あ
る
。
広
東
を
興
す
に
は
ま
ず
水
で

あ
る
」
そ
し
て
同
氏
は
今
後
３
～
５
年
の
う
ち
に

採
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
列
挙
し
た
。
農
村

と
未
発
達
地
域
の
水
利
の
遅
れ
を
徹
底
的
に

改
善
す
る
。
主
要
河
川
の
取
水
総
量
規
制
指

標
を
早
急
に
制
定
し
て
、
土
地
と
同
じ
よ
う

に
水
資
源
を
厳
格
に
管
理
す
る
。
汚
濁
の
流

入
を
厳
格
に
規
制
す
る
。
水
価
格
を
改
定
し

て
価
格
調
節
作
用
を
活
用
す
る
。

華
北
の
黄
河
で
は
各
省
別
に
取
水
量
が
厳

格
に
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
河
川
の
多
い
広

東
で
も
取
水
規
制
と
は
、
中
国
の
水
問
題
は

い
よ
い
よ
深
刻
で
あ
る
。
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